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雨実績発表大会について
(3)第2次審査～発表号（中央大会）

会長江袋島吉

4.保護の期間

“愛鳥モデル校”は通常1期3年間であるが、

2期目以降、またはその前後も継続して活動を推

進している場合など、ある程度長期にわたる実践

を踏まえた学校の発表に、充実したものが多い。

モデル校になって初めて活動に着手し、その期間

中（実質2年間）に早くも中央大会を目指したよ

うな場合は質的にも見劣りするものが多いので、

一考を要するところである。

5.成果とその活用

(1)教育課程の改善に資する。

(2)施設の改良や環境の整備に役立てる。

(3)他の自然教育への発展を心がける。

(4)直接活動にタッチしない児童・生徒に対する

広報・周知の徹底を図る。

5PTAや地域住民への啓蒙活動と協力要請。

I．はじめに

10月中旬に行われる第1次審査（書類選考）を経

て、選出された10の団体は、12月上旬に開かれる

中央大会に出場をして発表をし、覇を競うことにな

るが、その割合はほぼ次のようになる。すなわち、

学校9～10（小6～7、中1～2，高l）、一般0～1，

小学校の内訳は野鳥関係が5～6，その他l～2が通

例となっている。

“野生生物保護実績発表大会”（以下“実績発表

大会”と称する。）はその趣旨として“国民の野生

生物保護思想の高揚に資する。”ことを大前提と

し、それを具体化した次の6項目を要望事項として

揚げている。以下、これに従って小学校を中心に、

それぞれの留意点に触れることとする。

II.発表内容

1.保護思想の理解度

(1)教育課程上の位置づけ

①教育目標との関連、特に環境教育における

取り扱い

②実施領域（教科・道徳・特活・その他）

③参加対象（全校・特定学年・一部）

④組織（児童・生徒、教師）

(2)環境教育（自然環境の保全、野生生物の保

護、資源の愛護、その他）に占める役割。

2.施設の種類・規模・管理

近年、巣箱の利用、その他の施設のあり方につ

いても、生態系保護の立場から、また、自然の姿

のままでなどという声があるなかで、どのような

創意工夫がなされているか。

3.生態観察・調査・研究

小・中・高と学年が進むにつれて調査・研究的

な色彩が強くなっているが、前号でも述べたよう

に、“守る活動”に思いを致し、また行動化を求

めることが究極的な目的とするならば、発表自体

もこの点に重点を指向すべきであり、学校段階に

おける“守る活動”の内容・方法について、考え

直す必要がある。
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III.発表について

小学校では発表者が数名ないし10名に及ぶ例があ

り、多数参加という教育的意義は認められるにして

も、内容の印象が散漫となり、せっかくの苦労のあ

とも認められない結果となるので、その数について

も十分留意する必要がある。

また、全体あるいは一部について劇化的な手法を

用いる例もあるが、これまた見る側の集中力を損な

い、かえって逆効果のように思う。

Ⅳ．おわりに

以上、中央大会での所見を中心に、若干の留意点

を述べたが、多少なりとも参考になったらと考える

次第である。

ところで、今年の実績発表大会への参加者は合計

14（小8，中3，高2、一般1）という近年最低のも

のとなった。全体的な環境教育の進展と野生生物の

対象の広がりが、その一因として考えられるが、か

ねてから懸念されていたとはいえ、誠に残念の極み

である。
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壁「親子で自然を楽しむ会」
東京私立初等学校協会理科部会有志による

東京地区には私立小学校が50校あり、学校間連絡

と教員研修のための組織として「東京私立初等学校

協会」がある。私は、その理科部会に所属してい
る。

理科部会では、ここ10年ほど、私が内部講師とな

り、教員研修の一環としてバードウォッチングを年

2～3回の頻度で実施してきた。自然観察が理科の

教員としての資質を高めるために欠かせないという

ことは言うまでもないが、理科部会としてもそれを

実際に行動で表してきたということになる。

学習指導要領やそれに基づいた教科書には、鳥類

とりわけ野鳥が登場することは少ないが、バード

ウオッチングが自然全般を見ていくときに大変優れ

た自然観察の方法であることも、これまた言うまで

もない。

そのようなことで会を重ねてきたが、毎回参加さ

れる先生方のレベルも向上し、東京近郊だけでなく

宮城県伊豆沼や新潟県瓢湖、山形県最上川河口（酒

田市）といった遠方にも出向いて、広く野鳥の生態

を目にしてきた。

そうするうちに、教員だけで自然観察を楽しむの

でなく、それを児童や父母に還元できないかという

ことを考えるようになった。そこで、児童や父母を

対象にした自然観察会を実施できないかと理科部会

の運営委員会に提案をしてみた。指導をするという

こと力珊修としての意味を持ち、指導をすることに

よって気付くことも出てくると考えたからである。

からである。

運営委員会では様々な意見が出されたが、主任の

矢崎茂樹先生が「やってみましょう。」と積極的に

推進する立場をとって下さったことから、「親子で

自然を楽しむ会」へのスタートが始まった。

そうはいっても、指導のスタッフがそろわねばな

らないし、フィールドの選定、募集の仕方、実施の

形態など、私立小学校であるが故の配慮も必要であ

るなど、いろいろと詰めておかねばならないことが

-4－

常務理事染谷優児

ある。そこで、以下のように「企画検討会議」を発

足させ、実施に向けての準備を進めていった。

そして、昨年11月23日（勤労感謝の日）、「京

王線聖蹟桜ケ丘蜘近辺の多摩川河川敷で第1回の

「親子で自然を楽しむ会」を開催するに至った。

当日は、ボランティアの指導スタッフが22名（す

べて理科部会のメンバー）、親子1側名が集まり、

岩石・植物・野鳥の三つのテーマで、それぞれが思

い思いに楽しむこととなった。

感想を集計したところ、大変好評であることがわ

かった。理科部会としても自信を深めることができ

た。

その反省を基に、今年は10月25日（土）に、同

じ場所、同じ日程で実施した。指導スタッフ23名、

親子192名と盛況であった。指導方法にも工夫をす
ることができた。

これを基に、来年は年2回に増やそうと準備を進

めている。

なお、第1回については「東京私立初等学校協会

教育研究紀要41（1996年度）」に、理科主任

矢崎茂樹（立教小学校）、植物担当辻誠治（日

本女子大学附属豊明小学校）、岩石担当馬場勝良

（慶雁義塾幼稚舎）、野鳥担当杉田（染谷）優児

（学習院初等科）の共同研究として報告をした。

以下の資料は、その研究紀要からの抜粋である。

詳細については、別途お問い合わせいただければと

思う。
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｢親子で自然を楽しむ会」に関する検討会議の日程（企画検討会議）とした。

4月12日(金）運営委員会「企画検討会議」最初の提案。

4月の東初協主任会にて理科部会の新しい試みとして発表、趣意書作り。

4月の東初協理事会に趣意書提出。ボランティア的な活動として試行する事を

確認。

5月17日（金）第2回運営委員会東京地区研修会での企画検討の進め方。

6月7日（金）東京地区研修会、理科部総会で会の提案と討議第3回運営委

員会

6月8日(土）～9日(金）ネイチャースタディーキャンプで｢企画検討会議一

7月2日（火）第4回運営委員会会議の記録とアンケート用紙配布

9月20日（金）第5回運営委員会○第1回企画検討会議

9月29 日（日）＊第1回実踏

10月5日(土）第6回運営委員会○第2回企画検討会議

10月18日（金）第7回運営委員会○第3回企画検討会議

10月27 日（日）＊第2回実踏

11月11日（月）手引き作り岩石の文面と図版作成。

11月12日(火）○第4回企画検討会議

11月15日（金）第8回運営委員会○第5回企画検討会議

11月17日（日)*第3回実踏（最終）植物の図版依耗

11月21日(木）「参加者の手引き」作り（立教小学校）

22日( 金 ） 「 参 加 者 の 手引き」作り（立教小学校）

11月23日(土）当日無事終了アンケートを検討しながら反省会

12月13日（金）第9回運営委員会○企画検討会議のまとめ。

まとめの結果来年度は、10月25日（土）に同じ場所で行うことになった。

－5‐
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平成8年10月22日

矢崎茂樹（東初協理科研究部主任）

｢親子で自然を楽しむ会」開催要項

環境問題に関する認識の一般化に伴い、環境教育の必要性が指摘され、先の中央教育審

議会答申でも触れられていたことは御承知の通りです。学校教育の現場においても様々な

試みがなされつつありますが、自然を対象とする理科教育の在り方について、私学として

更に研究を進めていこうと考えています。

このような状況を踏まえ、この度東初協理科研究部員の有志により、「親子で自然を楽

しむ会」という企画を立案し、東初協理事会の承認を得て、試行することにいたしましたく

過去、東初協理科研究部会では教員の実技研修として、野鳥観察、植物観察、地学観察

などの自然観察を継続して行ってきました。そして、その研修を通して、自然観察の指導

方法を修得することの必要性に加えて、改めて一個の人間としての自然体験の必要性を認

識してきました。

今回、学校の枠を超えて「親子で自然を楽しむ会」を開催するのは、子どもたちや父母

の方々に、広く自然について知っていただくための機会を提供するためです。また、私た

ち教員も、野外での自然観察という広い意味での理科教育の方法について実地に研修し、

理解を深め、日々の教育実践にも活かしていきたいとの考えからです。

自然について広く知り深く学ぶには、自然の中に出向き、自然に親しむ活動が有効です《

生き物たちの暮らしぶりや様々な自然の形態の中に新しい発見や知見が得られ、知的好奇

心や自然に対する興味関心が喚起され、自然の不思議さや美を見いだすことができるよう

になります。そして、すぐ目の前の生き物や事物と心を通わせることから、自然への働き

かけが始まります。そこから、更に広く深く自然を学んでいこうといった意欲が高まって

いきます。また、野山や水辺の散策は、自然環境への適応力の向上や心身のリラックスの

効果なども期待されます。

このように、教育的に大変意義の深い自然観察ですが、指導の仕方によっては、単に専

門的知識を与えたり、環境問題の学習に偏った活動に終始する危険性がないわけではあり

ません。

この点について、私たち有志としては、子どもたちに自然についてのバランスのとれた

考え方を養いたいと考えています。例えば、いかなる自然にも手を加えてはいけないとい

った一面的な自然保護観に立つのではなく、人が自然をどのように利用し、どのように関

わり合ってきたかということも考え合わせた、幅広い自然認識を身につけてもらいたいと

考えています。

豊かで幅広い自然認識や自然観を養うことは、そのまま子どもの人格形成や人間教育に

資するものと考えます。この「親子で自然を楽しむ会」がきっかけとなり、親子が語らい
つつ、いっそう自然に親しんでもらえるようになることを願っています。

－6‐
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記

1.名称第1回「親子で自然を楽しむ会」

2．日時平成8年11月23日（土）勤労感謝の日（献0齢榊止｡§報0脳､雛鯛い帥ぜてく蝿い｡）
午前10:00～午後2:00頃

3．場所多摩川堤防・河川敷（右岸・多摩市側）

京王線聖蹟桜ケ丘駅下車

京王線鉄橋～関戸橋～交通公園にいたる堤防・河川敷

《集合場所〉多摩川河川敷（聖蹟桜ケ丘駅八王子寄り改札口より係が誘導します。）
《解散場所》多摩市立交通公園

4．目的

〔親子〕自然に触れ、親しんでもらう。

〔教員〕実際の指導を通して、自然観察指導の方法について研修する。
5．内容

〔野鳥観察〕冬の水辺では、北方から飛来し、日本で越冬する鳥たち（代表はカモの仲間）

がたくさん見られます。その他、カモメの仲間、サギの仲間、セキレイの仲間、烏の宝
石（藷翠）と言われるカワセミなどが見られます。

〔植物観察〕時期的に植物は少なくなっていますが、オオバコ、オギ、ススキ、イノコヅ

チ、オナモミ、アメリカセンダングサなどが残っているでしょう。また、同じ川原の中

でも水をかぶることが多い所と、少ない所とでは生育する植物の種類や様子が違うこと
も発見できます。

〔岩石観察〕聖蹟桜ヶ丘の川原では、砂岩、チャート、頁岩、ホルンフェルス、閃緑岩、
偽牒岩などが見られます。

6．時程

10:00集合《集合場所：多摩川河川敷〉

コース：京王線鉄橋→関戸橋→交通公園

12:00頃昼食〔各自持参した主食とスタッフによる料理〕

14:00頃解散〈解散場所：多摩市立交通公園》

7．参加者及び申し込み方法

(1)参加対象者東京地区私立小学校に在籍する3年生以上の児童とその保護者、家族、
その知り合い（ただし、参加する保護者の責任の範囲内とする）。

＊今年は試行なので、先日のアンケートで教師がスタッフとして参加できるという学
校に限らせていただきます。（各校上限10家族程度）

(2)参加費200円/人（保険料、資料代、おかず代）当日お持ち下さい。
(3)申し込み方法

所定の申し込み用紙に必要事項を記入し、学校単位にとりまとめ、11/13(水）までに

立教小矢崎まで郵便またはFAX(03-3590-9085)でお送りください。
8．事故対策

傷害保険に団体加入します。50円／人。内訳は、往復途上も対象、死亡後遺障害585万
円、入院1日7500円、通院1日5000円。参加申し込み者にのみ適用されます。

－7－
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日時

場所

平成8年11月23日（土）勤労感謝の日午前10:00～午後2:00頃

多摩川堤防・河川敷（右岸・多摩市側）

京王線聖蹟桜ケ丘駅下車、京王線鉄橋～関戸橋～交通公園に至る堤防・河川敷

ぼくは、オナガガモ。北のシベリアから

飛んできたんだ。ぼくたちカモの仲間のオスは

みんなおしやれでパッチリ決めているよ。

一

ぼくは、カワセミ。

鳥の宝石と言われて

いるんだ。コバルト

ブルーのぼくの姿を

みつけてね。

川原にあるのはみんなススキ？

実はオギというのがあるんだよ。

ススキの穂 オギの穂

地面に目をむけてみよう。オオバコ、イノコヅチやオナモミが見つかればラッキーだ'畠

楽しい遊びができるよ。

ここの川原にはたくさんの石があるよ。でも、ただの石っころじゃなくて

ちゃんとした名前があるんだ。ぼくの名前は石のつぶの様子やでき方によっ
て決められるんだ．

鰯

至ﾉミ

-8-
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親子で自然を楽しむのご案味 平成8年n月8E

私立小学校で学ぶ児童のみなさんと保護者の方々へ 矢崎茂樹(鞠腿開惣錐）

この度、東初協理科研究部員の有志により「親子で自然を楽しむ会」を企画しました。
場所は、多摩川の川原です。川原は、一見単調な環境のように思えますが、水の増減でか

なり様子が変わりますし、細かく見ていくと案外変化に富んでいます。そのため、いろい

ろな生き物たちが、そこにやってきたり、そこでくらしています。

今回は、野鳥・植物・岩石を中心に観察を予定しています。自然の中に出かけてみると、

おもしろいこと、楽しいこと、不思議なことにたくさん出合えます。
晩秋から初冬の一日を多摩川の広々とした川原で、自然観察を楽しみながら、のんびり

ゆっくりすごしてみませんか。

記

1．名称第1回「親子で自然を楽しむ会」

2．日時平成8年11月23日（土）勤労感謝の日（献0齢#祉｡6報蝿当0姓|澗蛤btてく燭い°）

午前10:00～午後2:00頃
3．場所多摩川堤防・河川敷（右岸・多摩市側）

京王線聖蹟桜ケ丘駅下車、京王線鉄橋～関戸橋～交通公園に至る堤防・河川敷

《集合場所》多摩川河川敷（聖蹟桜ケ丘駅八王子寄り改札口より係が誘導します。）
《解散場所〉多摩市立交通公園

4．内容

〔野鳥観察〕冬の水辺では、北方から飛来し、日本で越冬する鳥たち（代表はカモの仲間）

がたくさん見られます。その他、カモメの仲間、サギの仲間、セキレイの仲間、鳥の宝

石（藷翠）と言われるカワセミなどが見られます。

〔植物観察〕時期的に植物は少なくなっていますが、オオバコ、オギ、ススキ、イノコヅ

チ、オナモミ、アメリカセンダングサなど力喰っているでしょう。また、同じ川原の中

でも水をかぶることが多い所と、少ない所とでは生育する植物の種類や様子が違うこと
も発見できます。

〔岩石観察〕聖蹟桜ヶ丘の川原では、砂岩、チャート、頁岩（けつがん）、ホルンフェル
ス、閃緑岩（せんりよくがん）、偽喋岩（ぎれきがん）などが見られます。

5．時程

10:00集合《集合場所：多摩川河川敷》ｺｰｽ：京王線鉄橋→関戸橋→交通公園
12:00頃昼食〔各自持参した主食とスタッフによる料理〕

14:00頃解散《解散場所：多摩市立交通公園》

6．持ち物携帯用の図鑑・双眼鏡（無くても充分に楽しめますが、あればお持ち下さい。
筆記具、メモ帳、ポリ袋（採集用、ゴミ用）、弁当（主食と飲み物）、お椀・お箸.(使
い捨てでないもの）おかずはスタッフによる料理を予定しています｡

7．服装あまり派手でないもの。防寒対策を充分にしてください。
8，参加方法

(1)参加対象者東京地区私立小学校に在籍する3年生以上の児童とその保護者、家族、
その知り合い（ただし、参加する保護者の責任の範囲内とする）。

＊今年は試行なので、先日のアンケートで教師がスタッフとして参加できるという学
校に限らせていただきます。（各校上限10家族程度）

(2)参加費200円/人（保険料、資料代、おかず代）当日お持ち下さい。
(3)申し込み方法

所定の申し込み用紙に必要事項を記入し、理科の先生に提出してください。理科の先
生が、学校単位にとりまとめ、11/13(水）までに事務局に郵送(FAX)します。

9．その他

安全には十分な配慮をしてプログラムを設定していますが、お子様が怪我などなさら
ないよう保護者の方はご注意ください。それでも万が一の事故に備え、傷害保険に団体
加入します。料金は50円／人。内訳は、往復途上も対象、死亡後遣障害585万円、入院
1日7,500円、通院1日5,000円。（ただし、参加申し込み者にのみ適用されます。）

‐9－
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＜石＞
川原にはたくさんの石があります。それをひろって見てみましょう。丸い石

が多いのは、上流から流されてくるうちに角がけずれたからです。大水の時に

は、この川原も水の中になってしまいます。このたくさんの石は、その時にこ

こに積もった物です。

石にはちゃんとした名前がついています。その名前は石のつぷの様子やでき

方によって決められています。
ひょうめん 蛇甑､しつ

くチャート＞表面がごつごつして、つやがある。硬い性質なので、なかなか

泥蒋子で自黙を楽し乞残_／
参加者の手引き

96.11.23

聖蹟桜ヶ丘多摩川の川原

東初協理科部会有志

墓溌騨蕊驚
プログラム

9：20

9：30

勝導開始

受け付け開始

集金、(200FlxAi)交換に名前用ｼー ﾙとｱﾝｹー ﾄ用紙配布

10:00受け付け終了。遅れて来た方は、その学校の先生まで。

脱明開始

諸注意：石を投げない。走らない。釣り人、パーダーの近くを

歩かないようにする。避けられなかったら静かにする。

観察始め

移動始め

交通公園前で藩いた順に豚汁、ホイルステーキで食事始め。

鳥・植物6石合わせ。質問タイム、アンケート提出。

解散後かたづけにご協力お願いします。

して使っていました。

1 0：00

（赤チャート）
てつぶん■

チャートの中でも鉄分が混ざって赤くなったり、黒

くなったりしている物があります。
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<鵬>茶色っぽいものが多く、多く､諺の蓋からできているので､報りは少しざ

驚蕊鱗蕊凝簿
描導者醜■中心

Bl杉田(聯）辻(観）

Bf中村(B#l)高野(鵡醗）

Bf河合(国捌）岸下(鯨蛾）

大河内(蝋）馬場(鰯）

五十嵐(蝋）白数(脇）

清水（甑）林田(噸）

田中(蝿）

村野(卿）

長瀞(棚）

川崎(国鯖鮒ﾛ）

青野(剛）

柵
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鋤
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藤
井
田
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矢
小
佐
藤
武
大 <雛>諺の蓑の穂に大きな小石の粒からできています｡黒っぽい粒が入って

います。



<ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ>黒くて丸い｡捷碧がﾏグﾏに綱されて髪花してできたも

のです｡元の泥岩より震く蚕､罰ろと錨帳し墓が

些茎j鯨妻手'ます｡水で濡場すと黒い碁石のよう

運ぶ､積もらせる)によって土地のようすが変わっていくからです｡i隙の草
かへんそうげん

原はまとめて河辺草原といわれます｡またたびたび蓋兼する(水をかぶる)の
かA銅､かへんそうげん

で、冠水河辺草原ともいわれます。
かへん

河辺草原は、大きく分けると2つのタイプがあります。1つは、流れに近く、

職のたびに識するところにできる草原(A)です｡もう1つは､識するこ
こうすも､し台

とが少ないやや高い所（高水敷）にできる草原(B)です。それぞれおもに次の

ような植物がみられます。

(A):ｺｾﾝダﾝグｻ､ｹｲﾇピｴ､ｵｵｲﾇﾀデなどの1年生識
(B):オギ､ﾖﾓギ､ｶﾜﾗﾖﾓギなどの夢鍵豊肇。

<若巽樹雛>白っぽくて丸い｡ﾜｶﾒご験のおにぎ哩錬に､黒い蓋と白

繍藤鐸識 瀧 =縦韓卿綱鱗磯窪卿
ー－～一一一

〈8）《A）

<若離>この職には少ないので、ないので、見つけたらえらいです！白くて丸く、
ひaうめん

表面は少しでこぼこしていますが､態し鐘(享謡り）
はすべすべしていて蕊らかいです｡形がはっきりし

はんてん

受難室潔譲驚鱗撫嘉
があります｡割れやすく水に墨けやすいので､上流

《だ

には多いけれど、流れてくる間に砕けたり溶けたり

してしまいます。

Ｉ
］
｜
目
Ｉ

Ⅱ植物
［草の実のブローチ］

かわら

川原を歩いていると､ｾー ﾀー やズﾝに実がつくことがあ鵬す｡それ
は次のような実です。動物や人の体について広がり、種を広げて仲間をふやし

ていくのです。

コセンダングサ〈キク科）オオオナモミ（キク科）

琶

〈その他の石〉コンクリート､ｱｽﾌｧﾙﾄなど災壬溺な石や芙蓉岩など、
多摩川の上流には無い石もあります｡ｺﾝｸﾘー ﾄは岩炭碧が蔚料なので、
えんさんあわと

塩酸をかけると泡を出して溶けます。

く植物＞
噸にはどんな植物が生えているか知っていますか｡多摩川には多くの植物

鰯誰磯毒I鯛憩繍麓説ものや､帥
1.川原の草原について
川原には､ほかの土地とはちがう鍾轄の草原がみられます｡それは､たえず

采'垂や茨'鑑が菱花しているからです｡また､流れる水の3つの働き(けずる、
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に

［同じなかまだけれどあまり似ていないね］

オオバコとヘラオオパコ（オオバコ科）：オオバコもヘラオオパコもグラン
ふ

ドや道ばたのような、よく踏まれるところに見られます。同じなかまですが、

図のように葉の形や実のつきかたがかなりちがいます。

沸
狐
簿
郵
ｚ
ｏ
・
周
己
君
旨

チヂミザサ（イネ科）イノコヅチ（ヒユ科）

[似ているけれどちがうよ］

ｽｽｷとオギ：オギは順でよくみかける植物ですが､ｽｽｷにとてもよく
E かわら

似ています。だから、川原で見るオギをススキだと思いこんでいた人も多いか

もしれません。よくみると下の表のようなちがいがあります。 オオバコヘラオォパコ

［こんなものもみておこう］
わめいめひしばおひし極

メヒシバとオヒシパ（イネ科）：和名は雌日芝と雄日芝で両方とも日当たり

の良い場所を好んで生えます。メヒシバの雌はオヒシバよりもやさしく、オヒ

ー

画

シバの雄はメヒシバよりも力強く生えていること

ｌ
幽
扇

オヒシパメヒシバ

ﾁｶﾗｼバ(ｲﾈ科）：瀧は労‘醤で､大きな引き&きにくい株をつくるため
かぶ

この名前がついています。道ばたや空き地で

よくみられます。ススキオギ

山一豆寺■ロ＝

量の立ち方

ヨ

P一壬へ〃

匡 三 ■

垣』－－生冨

まばらに立つ

~溌瞳昔甚
みじか

なしまたは短い

”〃元

ふつうの草鵬

畦寺子竺 当一

白かうすい｡蕊圃色
長も



と言えます。
りひうち』う

渡りをしない鳥を｢留鳥｣と言います｡ｽズﾒやｶﾗｽ雛胃はその代表
と言えます｡留鳥ではあっても爪搬の糊をする場合は｢漂鳥｣と言うこ
ともあります。モズやウグイスなどがその代表と言えます。

;え鰍塞鰐歎撰撫麓瀧窒謙溌
す

過ごします｡シベリアでは夏畠と言織す劇､日本では冬鳥となります。
ちなみに、多摩川では9月頃から飛来し始め、12月にはほぼ出そろいます悪

そして､製箪3月頃から北国へ繁殖のために儲っていき、4月にはもうその
白たぐにはんしょく

鷲を見ることはできません。
ﾔﾊズ?ｳ肯ﾏﾙパﾔﾊズｿｳ(ﾏﾒ科）：鶏の名前は､葉の先を指でつ
まんで引っ張るとV字形にきれいに切れることからつきました。手にとってや

ってみましょう。ヤハズソウとマルバヤハズソウがあります。

#I
○カモのオスは、とってもおしゃれ！

一般に、カモのオスは、体の色や模様がとても目立ちます。これには、それ

なりのわけがあります。

カモの縮は､冬を日本などの鴬かい職で過ごしますが､難の春は

篭?照‘韓鯛鯉燕鴬蔑善:謹撰I巽星
体の色や模様をとても目立つものにしてメスをひきつけ､旅立つ前に黙骨の相
手を得るのです。

しかし､自然界の中で体の色や模様が目立つということは､それだけ鶏の

目にもとまりやすいことになります｡しかし､身思議よりも識を農すこと
の方を優先させたいのでしょう。オスもなかなか大変です。

○カモのメスは、とっても地味。

オスとちがって､ｶﾓのﾒｽは､;敷鳥､体の色や灘が縦です｡ｶﾓた
ちが子育てをするのは、シベリアの湿地帯で、アシなどの水草が生えているよ

うな所です｡メスの体の色や鵬は､この憧総の中では､まさに翌診琶と
なり､篭｡蕊の中にとけ込んで熟に見つからないような効果を上げます｡つま
り､繊な色は､鶏から身を等ろ｢徽芭｣なのです。

《観察できると思われる主な鳥）

■カモの棚
〈カルガモ〉

くちばしの莞が費琶いのが棒溌｡ただし､オスもメスも体の色や模様は同

ｰ

(少J

1

私§I
ヤハズソウ マルパャハズソゥ

＜野烏＞
○鋪は､いつも同じ輪にいるのでしょうか？
いいえ｡必ずしもそうではありません｡野鳥は､蝉の篭が賛を鴬ち､飛ぶ

ことができますから、その特性を生かしてあちこちに移動をすることが多いの

です。
gせつおういどう わた

季節に応じて移動をすることを「渡り」と言い、渡りをする鳥を「渡り鳥」
江つどり“どりたびどり

と言います。渡り鳥は、大まかに「夏鳥、冬鳥、旅烏」として区分できます。

・夏鳥･･･…夏に渡って来る烏
なかをだいひよう

・冬鳥……冬に渡ってくる鳥。カモやハクチョウの仲間がその代表と言えま

す。
とちりうたよ

・旅烏……渡り（旅）の途中に立ち寄る鳥。シギやチドリの仲間がその代表
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蕊駕鷲蕊憩臆篭繍職繕I蝉で説
くユリカモメ〉・

小型のｶﾓﾒです｡萱は重い篭をしていますが､雲になると自の稜ろに

面議撫蔑:蝋為蝋鰯鱒剛
ら兼びます。
〈ハクセキレイ〉

感罵の白いｾｷﾚｲで､目を蓋る薯い蕊があります｡おなかは白く､背中が
灰色です。チチン、チチッなどと鳴きます。

蕊懲蹴噸職皇繍淵

蕊灘慧繊瀞
〈ハシプトガラス〉

鍔に曇んでいるのは､ほとんどがこのｶﾗｽです｡くちばしが太く､おで
こが出っ張ったように見えます｡カアカアと詮んだ書で亀きます。
〈ハシポソガラス〉

《撫羅鴬雪雲雛駕瀦妻競藍鱗急熟
■その猫の鳥
〈カイツブリ》

瀞するのが解な小さな鳥です。「ｹｹｹｹ…｣と､人の美い書のような

じです｡護りをしないので､竺瀞覚られます。
〈マガモ〉

ち熱熱淵#熊迄三蝋蕊雲蹴圭鱗
ヒルです。

〈オナガガモ〉

い繍雛鶏デスは蝋の讃をしていますが揃蔀にかけて｡

撫蕊撫雛鷲妻灘淵職
〈コガモ〉

か鯉巽真鰯｡緬毒蒙篭這蝋鰯のｻﾝグﾗｽ＆
〈ヒドリガモ〉

オス.メスともに素琶の讃で､オスは頭の軍う美が蜜琶くなっています。
〈オカヨシガモ〉

オス.メスともに､おしりの黒がとても誰ちます｡メスは､下くちばしが
オレンジ色です。

■ｻギの紺
ｼﾗｻギというｻギは､いません｡茎葛が貴っ白なｻギの縦には3総あ

ります。大きい方から、ダイサギ・チュウサギ・コサギです。多摩川では、ダ

イサギとコサギがよく見られます。

〈ダイサギ〉

す蕊職蓋熊｡霊縦誉謎欝なります｡僻に鮎
〈コサギ〉

瀞の氷さいｻギです｡くちばしは黒です｡足は黒ですが､猪だけが雛いの
で、黄色い足袋をはいているように見えます。

ｰ

や
0

声を出します。

曇撚謹灘蕊鰯撚擬
〈アオサギ〉

融､いる

群では篭も大きいｻギです｡瀞の琶は､善みがかった灰色です。
■ｶﾓﾒの挿画
<セグロカモメ〉



かたち

な形に見えます。

〈カワセミ〉

篇がかった諭雲の童しい蔦です｡群の螺戯るい色呼<“ちま
す。オス・メス同形ですが、メスは下くちばしが赤色です。水に飛び込み、く

さかな

ちばしで魚をとらえます。

〈カワウ〉
錘がた じよう《う

かなり大型の鳥です｡鵜のややせっかちな羽ばたきをしながら､上空を
は

錨していくのが見られま意｡拳の采灘や灘鯖の萎鵜蕊儀ねぐら
や縦勝にしています｡餌を求めて､多摩川や､もっと遠くの相模川あたり

さ か な の

事で出かけていきます｡水にもぐり、魚を呑み
込んでとらえます。

〈スズメ〉

祷準でもおなじみの鳥です｡ただし､多摩川のような所では､ｽズﾒのよう
た竃 ところ

じつぺつし◆ ち守うい

に見えても、実は別の種であったりすることがありますから、注意しましょう。

〈カワラヒワ〉

川原に鞭ヒワです｡龍(競琶)の笑いくちばし､オリーブ色の背中､零
んだとき翼に見られる雛い善などに棒遥があります｡キリリ、ｺﾛﾛと鴨

なみがたと‘

き、波形に飛びます。

〈ヒバリ〉

篤い蓋妥の蓋薦で空騨謹ごします｡頭の羽が立っています｡高い空に舞
あ た 達 … た たかそら唾

い上がり、ピーチクとさえずります。

〈ヒヨドリ〉

窪孟二二鯛擬溌難駕きました｡炭琶のボｻポｻ職
くモズ〉

産

琴≦=ミとﾖﾆご二至ノ

～､印

圭釦

ｰ

い

0

“てん

の竪倉斑溌
・尾羽を上下に

め と お ふとくるせん

オスは､目を通る太く瀞い線
轄魯議があります｡メスの胸には、

に境

振ったり、くるくると茜したりする習性があります。
ふ し●うせい
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もりまき通信

オオタカの調理場

東京農業大学農学部栄養学科4年森真希

●調理とは

大学の授業でこんな話を聞いた。「『調理」は人

間しかしません。」これを聞いておやつと思った。

この話の寸前まで、いかに食事を簡単に作るか、ど

こまで力調理なのかという話題が続いており、食材

にちょっとでも包丁を入れたり、あるいはレトルト

パウチの袋を破く作業も「調瑚に入るのではとい

うことであった。

確かに、切る、加熱する、洗う、盛り付ける

等々、調理と呼ばれる動作には様々なものがある

が、「人間しかしません」というのはちょっと引っ

かかった。その名の由来にもなったアライグマが食

べ物を洗うことはどうなのか。イモを海水で洗って

いるサルはどうなのか。食べるために、食べやすく

するためにその食材に対して行われることは全て調
理と言ってはいけないのか。

それらをもし調理と言ってもいいのなら、案外

様々な生き物たちが色々な調理をしているのかもし

れない。

●狩り場と調理場

私が住んでいる家から自転車で15分の所にオオタ

カが生活している森がある。最近は余裕がなくてサ

ボり気味だが、カメラと双眼鏡を手に通い続けて6

年目になる。タカの繁殖期には出入りを控えている

が、森のあちらこちらにオオタカが調理場として

使っているお気に入りのポイントがある。秋から冬

にかけてその場所を調べ、オオタカがどんなものを

食べているのかを確認しているが、行動圏の調査も

どきにも利用している。

狩り場と調理場が同じだと思われている方が多い

が、別物であるという。お気に入りの狩り場で捕ら

えた小動物をお気に入りの調理場で調理することが

多いということだ。

私のフィールドのオオタカは中型の鳥をよく食べ

ている。烏には全身に羽毛がある。オオタカはこれ

が嫌らしい。落ち着いて調理できる場所を見つけた

ら、とにかく片っ端から羽をむしりとるのである。

食べやすくするために、翼も体羽もくちばしで抜い

-16－

たり、はさみ切ったりするのだ。その跡はまるで羽
D

毛布団の中身をまき散らかしたようである。

●どんなところが調理場になるのか

これまで私が見てきたものをまとめると大きく分

けて3つのタイプがあるようだ。一つは直接地面の

上、二つ目は横になっている木（倒木又は生木の横

枝、ある程度の太さが必要）、三つ目は切り株の上

面で、それぞれ羽を除去するのに使われている。

ただし、見つけた調理場が全てオオタカのものと

は限らない。他の猛禽類が同じ場所を利用している

こともあるそうだ。この3つのタイプの特徴として

は、比較的上が開けている場合が多い。

●メニューの中身は？

私が森に通い始めた頃は、色々な烏が食べられて

いた跡が残っていた。アオバト、キジ、ツグミ、コ

ガモ、マガモ、コサギ、カケス、キジバト、ムクド

リ、コジュケイ等々、中型の野鳥がメニューにされ

ていた。ところがこの2～3年、10個の調理した跡

を見つけたら7～8個はドバトという状態が続いて

いる。季節によって変化はあるが、私の通うフィー

ルドで生活しているタカの主食はドバトと言っても

いいかもしれない。数も多く、肉付きも良く、捕ら

えやすい､ドバトがタカに食べられやすいのも当然と

言えば当然かもしれないが、生態系のつながりを考

えると本当にこれでいいのかなあと思ってしまう。

●とにかくみんな一生懸命

食うほうも食われるほうもみんな必死に一生懸命

生きている。そのエネルギーのようなものを林床に

散らかつた羽毛を見ながら感じる。タカの残した

フィールドサインから、様々なことを読み取れる

が、タカの生活の邪魔にならないように注意が必要

である。

あなたの身のまわりにも、食う食われるの命のド

ラマの跡があるかもしれませんよ。
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蚕「バードウォッチング入門
一鳥の生活を観察する－」

浜口哲一著文一総合出版発行1,600円（本体）

バードウオッチングという言葉のついたタイトル

の本はだいぶあり、筆者が知っているものだけでも

10冊を越えます。いずれも入門書ですが、今回紹介

する本は、副題が示すように烏の生活を観察すると

いうテーマがあり、烏の名前だけ知れば終わりとい

うバードウォッチングに一石を投じるものです。

前半は「野鳥と親しくなるために」というテーマ

で、野鳥観察の基本である太陽を背にして歩くから

始まり、道具、烏の見分け方、形態観察のポイン

ト、行動観察のポイント、記録の取り方や活かし

方、マナーや自然の見方など、バードウオッチング

を通して野鳥をどのように見ていったらよいかの方

法を入門者向けに解説しています。

後半は「野烏の生活を理解するために」という

テーマで、ユリカモメやハクセキレイなど身近な野

鳥を種毎に挙げ、観察の視点について述べていま

す。野鳥を見るということはどういうことなのか、

野鳥を観察していく中で見えてくるもの、烏と人と

のかかわり、烏と環境とのかかわりを知るためにど

のように烏を見ていけばよいのか等々、野鳥理解の

ための観察のポイントについて的確な視点が述べら

れています。

例えば、簡単な見方として、行動の中でも割と面

白く見ることができる採餌方法についてイラストを

使って説明しています。野鳥をじっくり見ることに

よって今まで知らなかった世界が見えてきます。

また、長期的に観察記録を蓄積していく中で見え

てくるものがあることが、ヒヨドリを例に説明され

ています。冬期、農耕地にいる個体と林にいる個体

の違いについて、その鳴き声や鳴き方の違い、体色

の濃淡の差などで見極めることができること。農作

物の被害とヒヨドリの習性の変化の関連などヒヨド

リの生活から人とのかかわりが見えてくること。も

－18－

常務理事平田寛重

う一つ、ヒヨドリの食性と餌の関係を鰐の大きさと

木の実の大きさで関連付けると、種子運搬者として

のヒヨドリの噴に合うように木の実の大きさが特殊

化したのではないかというように烏と自然のつなが

りを考えることができることなどです。

それから、後半の種毎の解説では、行動について

のイラストが描かれています。これは、欧米の図鑑

のよい点を取り入れたものと言えますが、野鳥観察

時に何を見ればよいのかのヒントとしてとてもわか

りやすいものです。何を見てよいかわからない初心

者にとっては、言葉による説明より図示されている

ことの方がわかりやすく、野鳥を学んでいく上でと

ても適切なアドバイスとなります。

愛鳥教育の中でも「野鳥観察を通して野鳥理解を

どのようにしていくか」は立ち遅れている分野の一

つです。特にこの本の後半で述べられている種毎の

観察の手引きは、指導者が子どもたちまたは初心者

に対して、野鳥の何に着目していくのか、野鳥の何

を見ていくことが野鳥観察なのかといったことを指

導していく際に、たいへんに参考になる内容です。

ここに述べられているようなポイントをワークシー

トなどを活用しながら観察指導をしていくことに

よって、野鳥を同定した後の野鳥理解のためのプロ

グラムを実施していくことができます。
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|書籍紹介｜

「鳥類生態学入門観察と研究のしかた』

山岸哲編著築地書館(株

鳥類の生態についてこれから研究を始めてみたい

という人、あるいは現に生態観察等を行ってはいる

ものの、もう少し深く生態について知りたいと思っ

ている人にとって最適な入門書と言えるのが本書で

ある。

鳥類の行動・食物・個体数等の調べ方から、ホル

モンやDNA分析による生態学へのアプローチに至

るまで、その内容はかなり幅広い分野にわたってい

る。それぞれの項目については、その道の言わばス

ペシャリストによって執筆されており、どのページ

を開いても興味が尽きない。また、本文中には、各

種鳥類の実際の生態についての解説が数多くちりば

められており、楽しみながら読み進められること請

け合いである。

本書で紹介されている具体的な調査研究方法につ

いては、フィールドさえあれば今すぐにでもできる

ものもあれば、かなり大がかりな設備や精密な分析

装置が必要なもの、あるいは相当な知識と経験を必

要とするものまでと様々であるが、どのような方法

を選択するかは、読者本人の今後の目標（知りたい

と思うこと）次第ということになる。また、本書を

参考にして、新たな調査研究方法を考案していくこ

とも重要であろう。それが、編者の願いにもなって

いるようである。

なお、本書の最終章は「鳥類と人の共生を目指し

て」というタイトルになっている。鳥類に関するあ

らゆる研究がそこに繋がっていくものであるよう

に、愛鳥教育の実践もまた目指すところは同じであ

ると信ずる次第である。

－19‐

1997年4月2,500円(本体）

事 務 局 箕 輪 多 津 男
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回

私たちが知らずに壊している野生

都市鳥研究会誌の50号で松田道生氏が都市鳥化と

いうことで巻頭言を書かれている。それを読むと、

現在は人間と野鳥とのかかわり方を含め、都市生活

の変化に適応しようとする野鳥が本来の野生を失い

つつある状況であるらしい。

ハクチョウなどは日本全国のどこを探しても餌付

けされた個体しか見つからず、純粋な野生の状態で

観察することは難しいと述べられていた。都市に棲

む烏たちは、都市環境に適した食・住環境を効果的

に利用して生き延びようとしている。ヒートアイラ

ンドの都市そのものとそれに付随する暖房の利いた

暖かい建物、餌の豊富な河川や農地やゴミ処理場、

人家のえさ台や熱心な餌付け症候群の人々、これら

の鳥をとりまく環境が本来の野鳥の生息環境を軟弱

に生きられる環境に変えてしまっているようだ。

このように野鳥が本来の生活ができなくなり、習

性が変化してきていることを、松田氏は立派な自然

破壊だと述べている。環境破壊がハード面での自然

破壊であるとするなら、私たちの生活に付随してい

る上記のような問題はソフト面での自然破壊となる

のではないかと考えられる。

野生鳥類の普及啓発活動が主体である愛鳥教育で

は、その目的は、身近に棲む野鳥に関心を持ち、野

鳥の生活を理解し、野生を尊重しつつ人との調和を

図っていくことにある。一方、このような活動をし

ていく時、野鳥にかかわり過ぎることで、野鳥が人

間への依存性を高めてしまう恐れもある。

私たちが野鳥のためにやっていることは本当に野

鳥のためになることなのだろうか。ただ過ごし易い

環境の中でぬくぬくと生きて数を増やしていくこと

が野鳥にとって是なのか。厳しい自然の中で常に警

戒心を損なわずに雄々しく生きるのが本来の姿なの

か。

人が野鳥に意識してかかわろうとする時は、必ず

野鳥へのプレッシャーをかけることになる。野鳥は

目も耳も人間以上の能力を持っているので、人を意

識することにおいては人以上のものがある。かわい

そうだからといって餌をやったり、保護しようと

いって巣箱を架設したり、間近に見たいからといつ

－20‐

常務理事平田寛重

て餌台に鳥を呼び寄せたり…と人の都合だけで人は

様々なかかわりをしているが、野鳥にとってはどん

なものなのであろうか。

愛鳥活動の中にも野鳥とのかかわりを深くするた

めに同様なプログラムがある。野鳥の生態や行動の

研究をするための活動であっても、野鳥へJ何らかの

負荷を与えていると考えられる。これらの問題につ

いては、野鳥の野生の尊重をどのようにしていくか

ということを考えながら活動することで、人の側で

ある程度の抑制が行われるようにしていかねばなら

ない。そして、そのような情報を取り入れながら、

意識して野鳥とかかわっていくことが肝要である。

しかし、私たちが普段意識しないままに過ごして

いる日常生活での問題が案外やっかいなのである。

ごみと関連する食料やヒートアイランドによる温暖

化などの問題は、私たちの生活自体を見つめ直して

改善していく努力をしていかねばならない類の問題

である。しかし、解決していかなければ野鳥の野生

は返ってこなくなる。短時間の内に起こった急激な

生態の変化は生命にとって好ましいことなのだろう

か。同じ疑問は、人の生き方・暮らし方についても

当てはまるように思われる。

より楽をして暮らそうとする私たちと同じように

鳥たちも同じことをしているように思える。自分で

は何もせずに他人がみんな代行して済んでしまいか

ねない時代は、まるで動物園の動物たちのように、

安定供給される食料の中で狩りをせずに腹を満たし

ている動物と何等変わりはなくなっていくのではな

いか。都市自体が巨大な動物園となり、そこにくら

す鳥たちは軟弱にしかもしたたかに要領よく生きる

都市鳥となり野生を失っていく……。

ぬくぬくした部屋、冷房の利いた部屋からガラス

戸越しに烏を気軽に見られる現在の状況は、自然の

厳しさを感じることもなく、その意味でとても「自

然との触れ合い」を考えられるものではない。より

自然が感じられる状況の中での烏とのつきあいの中

から、野生というものを考え直す必要があるように

思う。



愛鳥教育No.521997.11

平成9年度冬季研修会のご案内
この冬、雪の中の野鳥や動物たちの生活を観察してみませんか。クロスカントリースキーを使っての観察

です。スキーをはいたことがない人や、クロスカントリースキーは初めてという人でも大丈夫。ぜひご参加

ください。

1.日時平成10年2月28日（土）～3月1日（日）

2．場所霧ヶ峰八島が原湿原

3．宿泊〒393長野県諏訪郡下諏訪町10618

霧ヶ峰八島が原湿原

鷲が峰ひゅって

TEL0266-58-5356

FAX0266-58-5356

※基本的にマイカーでの参加となりますが、そ

うでない方は事務局までご相談ください。

4．定員14名（先着順です。お早めにどうぞ。）

5．内容

雪上における自然観察（キツネ、カモシカ、ウ

サギなどのアニマルトラッキングを中心に、ハギ

マシコやウソなどの野鳥を楽しむことができま

す。運がよければオオマシコに出会えるかも？）

6.主な時程

2月28日（土）第1日

13：30霧ヶ峰集合

14：30～16：30歩くスキー講習

18:oo～20:00夕食・入浴

20:㈹～22:㈹スライドによる

霧ヶ峰の自然の紹介

3月1日（日）第2日

7：30～ 朝食

9：00～15：00自然観察会

16：30解散

7．参加費14,000円（1泊3食込）

（レンタルスキーが必要な方は、その他に5,0帥円

かかります。）

－21‐

8．交通

中央自動車道諏訪ICより国道20号と県道を

30畑（約1時間）

9．申し込み

事務局まで、はがき、電話、またはFAXにてお

申し込みください。折り返し、詳しいご案内をさ

せていただきます。

〒160東京都新宿区新宿2-5-5

新宿土地建物第11ピル5F

（財）日本鳥類保護連盟内

全国愛鳥教育研究会事務局

担当：箕輪多津男

TEL03-3225-3590

FAX03-3225-3593
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平成9年度

1．「愛鳥教育」の発行

(1)52号、53号、54号を発行予定

(2)内容

①愛烏活動のヒントを掲載。

②子供向け野外ワークショップの紹介。

③論説では「都市烏の増加について」等を掲載。

④愛鳥教育のための教材として「野烏シートⅡj

に関する解説を掲載。

⑤平成9年度秋期研修会、冬期研修会の報告を掲

載。

⑥その他の事項

2．研修会

(1秋期研修会

期日：平成9年10月10日（祝）～11日（土）

場所：愛知県伊良湖岬、伊良湖ビューホテル

内容：①サシバ等の渡り、および周辺の自然観察

指導：渥美自然の会会長大羽康利氏

②講演：東三河野鳥同好会会長

皿井信氏

全国愛鳥教育研究会副会長

渥美守 久 氏

(2)冬期研修会

期日：平成10年2月28日（土）～3月1日（日）

場所：霧ヶ峰八島が原湿原

内容：①雪上における自然観察

②スライドを使った学習会

3．常務理事会（開催予定）

平成9年4月、5月、6月、

11月、12月、平成10年1月、

7月、8月、9月、

2月、3月

4．その他の行事・審査会への参加

く審査会等＞

(1)第50回愛鳥週間全国野鳥保護のつどい（島枯

県）

平成9年5月11日（日）

(2)愛鳥週間ポスターコンクール及び全国野生生物

－23‐
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事業計画

事務局箕輪多津要

保護実績発表大会審査会（環境庁）

平成9年10月17日（金）

(3)全国野生生物保護実績発表大会（環境庁講堂）

平成9年12月1日（月）

(4)愛鳥週間野生生物保護功労者選考会（環境庁）

平成9年3月

＜後援行事＞

(1(財)せたがやトラスト協会

「トラストバードウオッチング」

平成9年12月13日（土）兵庫島河川公園

編集後言己

冬期研修会は､雪上での観察となります。クロス

カントリースキーを使っての観察ですので､奮って

ご参加下さい。

（財)日本鳥類保護連盟から｢野生鳥類の保護｣の

改訂版が内容も新たに間もなく出版されます｡本会

の常務理事も愛鳥教育について1章を担当しました

ので、ぜひお読み下さい。書店でも販売されます。

（染谷）

愛鳥教育No.52
平成9(1997)年11月30日

発行人

発行所

住所

電話

FAX

会費

郵便振替

印刷所

江袋島吉

全国愛鳥教育研究会

〒160東京都新宿区新宿2－5－5

新宿土地建物第11ビル5F

㈱日本鳥類保護連盟内

03－3225－3590

03－3225－3593

3，000円

00180-7-12442

祐文社



愛鳥クイズ

【前回の問題】

絵本や童話、物語に出てくる烏について考えてみましょう。答えは、すべて種名（標準和名）で書いて

ください。

宮沢賢治作「やまなし」に出てくる水の中に飛び込む鳥の名前は？

宮沢賢治作「セロ弾きのゴーシュ」に出てくるゴーシュに音楽の指導をする烏の名前は？

椋鳩十作「大造じいさんとがん」に出てくるがんの種名は？

椋鳩十作「大造じいさんとがん」に出てくるがんを襲う鳥は？

村上康成作「ようこそ森へ」の絵本に出てくる森の番人役の烏の名前は？

１
２
３
４
５

【前回の解答Z

1．カワセミ

2．カッコウ

3．カケス

4．マガン

5．ハヤブサ

参考文献「野鳥」1993.No.560特集「宮津賢治と鳥』
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【今回の問題】

今回は、野鳥の名前につく色に関する問題です。名前に次の色がつく野鳥を探してみましょう。ただし

日本で記録のある野鳥の範囲内とします。

赤
白
青
黒
黄
紫
灰

色
■
曲
●
①
■
■

１
１
２
３
４
５
６
７




